
子ども・子育て支援事業計画策定のためのニーズ調査”独自設問” 

（ 政策検討委員会　子育て教育事業研究部会からの提案分）

区分

5.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

未就学
就学

3.祖父母や親族が子どもの面倒をみてくれるから

4.夫が家事や育児を積極的に手伝ってくれるから

1.保育料や医療費の無料化などの負担軽減制度があるから

2.経済的に余裕ができたから

3.育児や子どもとの生活が楽しいから

4.保育や教育サービスが充実しているから

10.夫が望まないから

11.子どもがのびのび育つ社会環境でないから

12.自分や夫婦の生活を大切にしたいから

13.その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

1-2.予定子ども数が理想子ども数を上回る世帯の方に質問です。その理由は何ですか。
（当てはまる番号すべてに○）

9.末っ子が夫の定年退職までに成人して欲しいから

独自設問（案）

1.理想の子ども数は何人ですか。　　【　　　】人

1-1.予定子ども数が理想子ども数を下回る世帯の方に質問です。その理由は何ですか。（当て
はまる番号すべてに○）

1.子育てや教育にお金がかかりすぎるから

2.自分の仕事（勤めや家業）に差し支えるから

3.家が狭いから

4.高年齢で産むのが嫌だから

5.欲しいけれどもできないから

6.健康上の理由から

7.これ以上、育児の心理的肉体的負担に耐えられないから

8.夫の家事・育児への協力が得られないから

理想の子ども数の把握により、当市での子育て環境への期待度を探る
とともに、理想を下回る場合の夫婦の割合やその理由を知るとともに、
理想を上回る子ども数をもつに至った理由についても把握することで、
理想の子ども数が出産できる環境を整備するための施策を検討するた
めの基礎資料とすることを目的とします。
（国の目標値：１．８人）

※設問文は、国立社会保障・人口問題研究所「第１５回出生動向基本
調査（夫婦調査）（2015年）を参考に作成しています。

妻の年齢別にみた、理想の子ども数を持たない理由（持った理由）

設問の意図
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区分 独自設問（案） 設問の意図

未就学
就学 4.４時間以上６時間未満

5.６時間以上

未就学
就学

3.２時間以上４時間未満

2.初婚年齢は何歳でしたか。　　夫【　　　】歳　　　妻【　　　】歳

2-1.第１子出産時の母親の年齢は何歳でしたか。　　【　　　】歳

3.夫の休日の家事・育児の時間は何時間ですか。以下から一つ選んでください。

1.家事・育児時間なし

2.２時間未満

平均初婚年齢と第一子出生児の母の平均年齢の状況

未就学
就学

4.第一子出産時の母親の就業状況についてお聞かせください。（当てはまる番号に○）

1.就業継続（育児休業利用）

2.就業継続（育児休業なし）

3.出産を機に退職

4.妊娠前から無職

5.その他・不詳（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

女性が出産・育児を理由に退職している割合を知ることで、女性の出
産・育児が就業へ与える影響を探ることを目的とします。

※設問文は、国立社会保障・人口問題研究所「第１５回出生動向基本
調査（夫婦調査）（2015年）を参考に作成しています。

第１子出産前後の妻の就業変化

男性の子育てや家事に費やす時間を把握することで、第二子以降の
出産への影響と相関関係について検証する。国が以前調査した結果
では、１日あたり83分で、世界的に見ても最低の基準。父親学級等、父
親の子育てへの関心や意欲の醸成につながる施策を検討する基礎資
料とすることを目的とします。

※設問文は、厚生労働省「第14回21世紀成年者縦断調査（2015）」を参
考に作成しています。

夫の家事・育児時間別にみた第二子以降の出生状況

晩婚化の傾向の把握と、それに伴う第一子出産年齢の上昇化が生涯
出生数に与える影響を探る。今後の出生数や多子世帯の推移予想を
行うための基礎資料とすることを目的とします。

※設問文は、厚生労働省「人口動態統計」を参考に作成しています。
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